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 スパイダープラス株式会社 

 代表取締役社⻑ 伊藤謙⾃ 

 （東証グロース：4192） 

 2025年12⽉期 第１四半期 決算説明資料スクリプト 

 【決算発表資料】 

 https://spiderplus.co.jp/ir/results/ 

 【スクリプトに関する注意事項】 

 本スクリプトにおける将来の⾒通しに関する記述は、将来の結果や業績を保証するものではありませ 

 ん。将来予想に関する記述には、既知および未知のリスクや不確実性が含まれており、その結果、将 

 来における実際の業績や財務状況は、将来予想に関する記述によって明⽰的または黙⽰的に⽰された 

 将来の業績や結果の予測とは⼤きく異なる可能性があります。これらの記述に記載された結果と⼤き 

 く異なる可能性のある要因には、国内および国際的な経済状況の変化や、当社が事業を展開する業界 

 の動向などが含まれますが、これらに限定されるものではありません。本書き起こしは、情報提供の 

 みを⽬的として作成しております。また、⽇本、⽶国、その他の地域における有価証券の販売の勧誘 

 や購⼊の勧誘を⽬的としたものではありません。 

 1 

https://spiderplus.co.jp/ir/results/


 当社は建設業界に特化し、テクノロジーの⼒で建設現場のDXを推進し、建設現場の⽣産性向上や働 

 き⽅改⾰に貢献する事業を⾏っています。 

 建設業界は、都市部の再開発や⽼朽化したインフラの修繕需要増加を主な要因として、⻑期的に市場 

 規模 が拡⼤していくとみられています。⼀⽅で、働き⼿が減少するという構造的な課題を抱えてお 

 り、DXによる⽣産性向上のニーズは⾮常に⾼いと考えております。 
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 建設DX市場は、現場のデジタル活⽤が加速していることに加え、規制や法改正が追い⾵となってい 

 ます。施⼯管理サービスの普及率は着実に上昇しており、2021年度の9.6%から2025年度予測の 

 29.4%へと増加し、2027年度には48.0%に達すると予測されています。 

 残業時間の上限規制の適⽤開始なども、現場の業務効率化、すなわちDX推進を後押ししています。 

 また、公共⼯事でのBIM/CIM原則化、働き⽅改⾰関連法、i-Construction 2.0、アナログ規制の撤 

 廃、そして建築確認申請時のBIM図書審査など、政府・⾏政の取組もDXを推進する⼤きな要因と 

 なっています。 
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 また、建設DXニーズの動向として、当社の主要顧客である建設業界の⼤⼿企業はDXに積極的に取り 

 組んでおり、デジタルツールの導⼊による業務のデジタル化から、施⼯データやAIを活⽤した業務プ 

 ロセスの変⾰まで、ニーズが⾼度化、多様化しています。 

 建設業界では、これらのニーズに対応できるソリューションが求められており、建設現場DXを進め 

 ている当社の成⻑機会は拡⼤しています。 

 ここから、FY2025.Q1の業績ハイライトについてご説明します。 
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 第１四半期の概要です。 

 市場環境として、建設業界における⼈⼿不⾜は依然として⼤きな課題であり、特に建設業界⼤⼿企業 

 ではDXの取組を加速しています。 

 当社はこの市場環境を踏まえ、従来のSaaS（SPIDERPLUS）に加えて、カスタマイズ開発や共同開 

 発も組み合わせることにより、建設業界のDXニーズ取り込みを進めています。 

 その上で、第１四半期の業績は、ARR成⻑率は前年同期⽐プラス26%、売上⾼は11.6億円（前年同期 

 ⽐プラス25%）となり、EBITDAは四半期⿊字化を達成しました。また損益⾯は営業損失0.1億円と 

 ⾚字が⼤幅に縮⼩し、通期営業利益の⿊字化に向けて順調に改善が進んでいます。 

 四半期ごとの売上⾼と営業利益の進捗状況です。 

 売上⾼（四半期）は順調に成⻑しており、FY2025年第1四半期は1,165百万円となり、前年同期⽐で 

 プラス25%の成⻑となりました。 

 営業利益（四半期）は、FY2023年第4四半期のマイナス77百万円から改善を続け、FY2025年第1四 

 半期はマイナス10百万円と、⿊字化が視野に⼊ってきました。 
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 財務ハイライトです。売上⾼の業績予想に対する進捗率は過去の第１四半期と⽐較して例年並に推移 

 しています。また、四半期売上⾼はYoY Growth+25%、そのうちストック収⼊はYoY Growth+28% 

 となっています。損益⾯では営業損失の縮⼩の他、EBITDAが四半期⿊字化を達成しております。 

 ここからはKPIについて説明します。ARRは、過去の第１四半期と同様の季節性に加えて、⼤⼿顧客 

 向けの商談が⻑期化したことを主な要因として成⻑率がYoY Growth+26%に留まりました。既存顧 

 客のARR増加が成⻑ドライバーであることに変わりはありません。 

 6 



 事業の季節性について補⾜します。建設現場の竣⼯などに伴うID休⽌により、第1四半期のARR純増 

 額は⼀年を通して最も低い傾向にあります。FY2025.Q1においては、過去と⽐較して現場竣⼯によ 

 るID休⽌の影響が⼤きく表れました。 

 ARRを契約企業とARPA（1社あたりの⽉額課⾦額）に分解したスライドです。 

 契約企業数は、中⼩企業向けのオンボーディング課題と案件成約率の停滞によりプラス17社に留まり 

 ました。ARPAについては、FY2025年第1四半期は180千円へと増加しており、前年同期⽐でプラス 

 12%の成⻑を維持しています。 
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 契約企業の進捗について、解約率の動向からもご説明します。 

 解約企業が⼩規模建設顧客と⾮建設顧客が多くを占めている状況に変化はありません。 

 解約率は、Q2以降も同⽔準で推移していくと想定しています。 

 KPIの推移を顧客規模別にまとめたスライドです。 

 当社のARR成⻑においては⼤⼿企業の浸透が重要なドライバーでありますが、FY2024.Q3から⼤⼿ 

 企業のARR増加ペースが中⼩企業のARR増加ペースに対して鈍化していることが分かります。 
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 これは、当社が注⼒している⼤⼿企業に対する全社導⼊などの⼤型商談が⻑期化している結果とし 

 て、ARPA成⻑が停滞していることが主な要因です。 

 ターゲット顧客別に、現状の分析と第２四半期以降の取組を整理したスライドです。 

 まず、対⼤⼿企業においては「⼤型商談の⻑期化」を課題として認識しています。対応策としてアカ 

 ウントマネジメント体制強化によるソリューション営業の推進と、顧客ごとの開発要望に対応する個 

 社開発サービスの推進による「顧客エンゲージメントの向上」に取り組んでおります。 

 次に、対中⼩企業においては「商談決定⼒」と「オンボーディング体制」を課題として認識していま 

 す。この課題は、組織体制や組織内における営業⼒のバラつきが要因と分析しており、組織体制の⾒ 

 直しや営業プロセス、オンボーディング体制の強化によって解消を図っています。 
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 第２四半期以降において重要な取組である個社開発への対応について補⾜します。 

 当社では「プロフェッショナルサービス」と呼んでおり、「SPIDERPLUSと顧客⾃社システムとの 

 連携」や「独⾃機能の共同開発」などに取り組んでいます。 

 ⼤⼿企業の個社要望に対応することにより、スポット的な収益機会の拡⼤のみでなく、顧客の本社・ 

 経営レベルのエンゲージメント向上に繋がるため、SPIDERPLUSの全社導⼊など⼤型商談のリードタ 

 イムを短縮する効果を期待しています。 

 プロフェッショナルサービスを本格的に推進してから半年ほどの経過でありますが、すでに多くの引 

 き合いをいただいていることから、⼤⼿顧客のニーズに合致している取組であると考えています。 
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 こちらは、プロフェッショナルサービスの具体的な事例の紹介です。 

 SPIDERPLUSを全社導⼊いただいている新菱冷熱⼯業株式会社のデータ分析基盤（BIツール）と連携 

 した事例です。本件のリリース後、類似案件の引き合いが増えています。 

 続きまして、連結貸借対照表です。  2025年3⽉末時点の現⾦及び預⾦は2,670百万円と、EBITDAの 

 ⿊字化に伴い安定的に推移しております。   純資産は2,635百万円、⾃⼰資本⽐率は63.6%と、安定 

 した財務基盤を構築しております。  なお、2024年3⽉にSpiderPlus Vietnam Co., Ltd.を連結⼦会 

 社として設⽴し、2024年12⽉期より連結決算に移⾏しております。 
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 連結損益計算書です。売上⾼は、SPIDERPLUSの成⻑に伴うストック収⼊増加を主な要因に成⻑して 

 います。ストック収⼊⽐率は98.9%と⾼い⽔準を維持しております。 

 売上総利益は、開発⽣産性向上への取組として開発⼈員や開発プロジェクトの⾒直しを⾏っているこ 

 とから四半期売上総利益が71.7%に上昇しており、売上⾼総利益の成⻑率は前年同期⽐+36%となっ 

 ております。 

 販管費は845百万円と直前四半期と概ね同⽔準の投資実績となり、販管費率は72.6%まで低下した結 

 果、営業損失10百万円と前年同期の142百万円から⼤幅に改善し、営業利益率はマイナス0.9%とな 

 りました。 
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 限界利益率及び売上総利益率は前期から安定的に推移しており、限界利益率及び売上総利益率は第2 

 四半期以降も同⽔準での推移を⾒込んでおります。 

 販管費の推移についてご説明します。 ⼀時費⽤が⽐較的少なかったことに起因し、販管費は前期末 

 と同⽔準で着地いたしました。四半期平均9〜10億円を想定しており、FY2025の⽅針に変更はあり 

 ません。 

 S&M⽐率についてはARR増加とともに更なる改善に取り組んでおります。 
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 ⼈的投資の状況についてです。 従業員数は、FY2024.Q4末の299名からFY2025.Q1末は301名とな 

 りました。第2四半期以降も業績進捗などを総合的に勘案しながら、⼈的投資を実⾏してまいりま 

 す。 従業員⼀⼈当たりARRは、FY2023.Q4の13.8百万円から順調に増加し、FY2025 Q1は15.4百 

 万円となりました。 

 以上 

 【本件に関するお問い合わせ】 

 スパイダープラス株式会社 財務IR部 

 メール問い合わせ先：  ir@spiderplus.co.jp 

 電話問い合わせ先 ：03-6709-2834 
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